
　今年、山梨英和学院は創立130周年を迎えます。
1888年に甲府教会員であった人々が中心となり、カ
ナダ・メソジスト伝道会社から派遣されていたサンビー
宣教師に相談し、カナダ・メソジスト婦人伝道会社に
連絡を取り、初代校長になるミス・ウィントミュートが
1889年4月3日に東京から小仏峠と笹子峠の険しい
山道を徒歩で越えて甲府に来られ、同年6月1日に山
梨英和女学校が開校したのです。その後、1911年に
幼稚園が、1966年に短期大学が、2002年に男女共
学の山梨英和大学が設立されて今日に至っています。
　今年、山梨英和学院は130周年記念事業として中

学校・高等学校の校舎統一と改築、130周年記念講
演会や展示、笹子峠を歩いて越える会、ALL山梨英
和学院クリスマス礼拝・祝会、記念小冊子の発行な
ども計画しています。
　また現在、山梨英和大学は「敬神・愛人・自修」の
校訓を踏まえ、様々な改革(カリキュラム改革、国際化
の推進、メイプルカレッジ改革、地域との連携強化など)
に取り組んでいます。
　この130周年の節目の年に、山梨県唯一のキリスト
教に基づく山梨英和大学がさらに輝きを増し、素晴ら
しい大学になっていくことを願って止みません。

1．山梨英和中学校・高等学校「未来への礎プロジェクト」と記念募金
最新の教育環境を整備するために校舎の大幅な改修工事を実施いた
します。そのための記念募金を開始しています。
2．山梨英和学院史料室展示　　7月16日（火）～26日（金）
山梨県立図書館イベントホールにて、「山梨における西洋の受容・山梨
英和の創立」をテーマとした展示を行い、創立時とその後の130年の
歩みを紹介いたします。
3．記念講演会　　8月31日（土）
ＹＣＣ県民文化ホール（小ホール）にて、アフガニスタンで人道援助活動
に取り組んでいるペシャワール会の医師・中村哲氏の講演会を開催い
たします。

4．笹子峠を歩いて越える会　　10月19日（土）
初代校長ミス・ウィントミュート女史が徒歩で笹子峠を越えて来たこと
を覚えて、同じ道を歩きその足跡を辿るイベントを実施いたします。
5．ＡＬＬ山梨英和学院クリスマス礼拝　　12月21日（土）
ＹＣＣ県民文化ホール（大ホール）にて、こども園、中学校・高等学校、
大学・大学院、同窓会、保護者、教職員のＡＬＬ山梨英和が集うクリス
マス礼拝を開催します。一般の方の参加も歓迎します。
6．130周年記念誌
120年からの10年を振り返り、今を見つめ、将来を展望するコンパクト
な記念誌を作成します。

創立130周年にあたり、6つの記念事業を実施いたします。これらの事業は、建学の精神をあらためて胸に刻み、
これまでの歩みを振り返り、創立者をはじめ多くの先達に感謝を覚えて行います。ぜひご参加ください。
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喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く2018 年 年間標語

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。
ローマの信徒への手紙12章15節

　2018年度は「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く」
（ローマ12:15）を年間標語に掲げ、チャペルアワー
をはじめ諸活動をおこなってきた。参加・協力してく
ださった学生、教職員、メイプルカレッジのみなさん、
山梨県内の諸教会のみなさまに感謝したい。
　ところで大学のキリスト教活動において、聖書の言
葉をいかに深く自らの心身に蓄えたかという経験は、
何にも増して貴重な財産になるのではないかと思う。
卒業後の人生にあって、何度かは遭遇するに違いな
い危機や試練のときに、聖書の言葉によって乗り越
え励まされたという経験を多くの人が語っているから
である。
　わたしにとってその言葉の一つに、「互いに愛し合
うことのほかは、だれに対しても借りがあってはなり
ません」（ローマ13：8）がある。この言葉は、逆に言

えば、「人から無私の恩義や厚意を受けるという〈愛
の負債〉の経験だけは、むしろ積極的に借りを作りな
さい」という意味であろう。
　他者から思いがけない厚意を示されたとき、「い
や、大丈夫です」「結構です」と言って断ってしまうこ
とがよくある。それは立派な自立的態度かもしれな
い。しかし「ありがとう」と言って、素直にその厚意を
受け取る人にわたしは魅かれるのである。そのような
人は、自分が他者の無償のわざによって生かされてき
た人間であることを深く知らされた謙遜な人に違いな
いと思うからである。
　聖書の言葉を蓄える場としてのチャペルセンターで
ありたいと思う。

宗教主任　高橋　一

学　長　菊野　一雄

学院創立130周年に向けて学院創立130周年に向けて

創立130周年記念事業のご案内創立130周年記念事業のご案内

－記念事業・イベント－－記念事業・イベント－

編集後記編集後記
　2018年度は、「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く」という年
間標語を軸にチャペルアワー、諸行事、学生活動を実施しました。
その一つ一つを振り返ると紡ぎだされる言葉があります。それは、

「スプランクニゾマイ（σπλαγχνιζομαι）」という言葉です。み
なさんが持っている新共同訳聖書では「憐れに思う」と訳されてい
ます。是非探してみてください。この言葉は、イエスが出会った人々
に対して、イエスが抱いた思いを表すために使われています。ギリ
シア語は「はらわたがちぎれるような」、「はらわたをつきうごかさ
れるような」といった意味で、他者の痛みを自分のものとして共有

することを示します。ちなみに英語では、「Compassion（救いたい
と思う強い思いやり）」と訳され、「Sympathy（同情）」ではありませ
ん。他人事のように「憐れに思う」とは少し違います。
　苦悩にもがく友、苦境に押しつぶされそうな仲間に寄り添い、
私たちは「スプランクニゾマイ」を実現するものでありたいと思い
ます。その痛みに神の力が働き、喜びにかえらえることもあるで
しょう。山梨英和の校訓のもと培った他者への思いやりを大学に
おいても、また社会においても体現してほしいと願っています。
God Bless you all ! （K.O.）



3

4/23（月）ペットボトルキャップ回収
5/10（木）チャペルアワー奨励
5/14（月）～25（金）山梨ダルクの支援
　学内で生活用品（石鹸や洗剤）を集め寄付
5/25（金）ペットボトルキャップ回収
6/2（土）山梨英和ダグラスこども園 バザーのお手伝い
6/9（土）山梨YMCAチャリティーラン出場
6/16（土）「ギャンブル依存からの回復」の講演会への参加
7/2（月）～13（金）フードドライブ
　学内で食品を集め、フードバンク山梨に寄付
7/17（火）～8/3（金）西日本豪雨緊急救援募金
7/20（木）やまなしライフサポートのボランティア 炊き出し
7/22（日）こどもサポートやまなし学習支援ボランティア

　～夏期休暇中～
8/7（火）、10（金）甲府YWCAピースフェスタ2018のお手伝い
　会場設営、展示の設置、撤去
8/24（金）フードバンク山梨のボランティア　
　食品の箱詰めと発送作業
8/23（木）、8/30（木）やまなしライフサポートのボランティア
　炊き出し
8/27（月）山梨英和カートメルこども園のボランティア
　環境整備（草取り・清掃など）、園児と遊ぶ
9/3（月）山梨英和プレストンこども園のボランティア
　環境整備（草取り）、園児と遊ぶ
9/13（木）、14（金）合宿（北杜市）
　教会堂、牧師館の外壁のペンキ塗り、バーベキュー

10/1（月）～19（金）北海道胆振東部支援献金
10/16（火）ペットボトルキャップ回収
10/17（水）半日修養会 受付

学内外でのボランティア活動やチャペルセンター諸活動をサポートしています活活 動動 報報 告告

10/22（月）おにぎりを作ろう!! ワークショップ
　フードロスについて学び、おにぎりを作る
10/27（土）山梨英和カートメルこども園 バザーのお手伝い
10/10（木）～11/20（水）おにぎりアクション2018
　おにぎりの写真を撮影し、専用サイトに投稿することで、アジア・

アフリカのこどもたちに給食を届けることのできるアクション
11/3（土）、4（日）紅楓祭
　タピオカ販売　
　英１グランプリ優勝
11/10（土）山梨ダルク10周年記念フォーラムに参加
11/19（月）、20（火）託児ボランティア
　日本基督教団東海教区教職ゼミナール参加者のこどもの託児
11/27（火）クリスマスツリー点火祭
　第2部おたのしみのひととき企画・運営
12/3（月）～14（金）フードドライブ　
　学内で食品を集め、フードバンク山梨に寄付する活動
12/6（木）クリスマスプレゼント
　送付先：会津放射能情報センター
　　　　  日本キリスト教団東北教区被災者支援センターエマオ
12/12（水）、19（水）、21（金）ペットボトルキャップ回収　
　ポリオワクチン16本分のキャップ回収！
12/14（金）クリスマス礼拝 受付・献金奉仕
12/18（火）燭火礼拝 礼拝奉仕
1/10（木）親睦の食事会

毎週木曜日「Thursdays in Black」の活動

女性、男性、こどもの虐待や暴力に対してNOと言うため
の方法として木曜日に黒い服を着ました。

炊き出し

紅楓祭 点火祭

英１ぐらんぷり受賞

こども園バザー

合　宿
ペットボトルキャップ回収

～暴力のない世界を求めて～
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ボランティアサークル The Peace Fellows

　「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く」という今年度の
チャペルセンターの年間標語のもと、The Peace Fellowsは
一年間様 な々活動に取り組みました。学内では、家庭にある食
品を持ち寄りフードバンクに寄付をするフードドライブ、ペットボ
トルキャップを回収しワクチンに変えるアクション。学外では、甲
府カトリック教会で行われている食の支援を必要とする方たち
への炊き出しのお手伝い、山梨英和こども園の環境整備やバ
ザーのお手伝いなどです。昨年は、西日本豪雨、北海道胆振
東部地震といった災害の支援として、募金活動も行いました。
　昨年度に比べて部員が増えたことに伴い、活動一つひとつ
がより豊かなものになったと思います。また活動を通して、

「支援する」という立場ではなく、ともに目の前にある問題に
取り組む姿勢をもって、ボランティア活動に携わる大切さを
学びました。そして、「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きな
さい」という聖書の言葉にあるよう、どの活動においても、相
手に寄り添う気持ちが必要不可欠であるとも感じました。私
たちが行っている活動や支援は、間接的なものにすぎず、根

本解決まで到達しないかもしません。しかし、活動を通して出
会う方との会話から、この世界に住んでいる誰かの生活を助
けたり、明日を生きる力を与えることができているのではない
かと感じられることもあります。小さな活動ですが、他者に
寄り添うことができているのではないかと、私は考えます。
　日本だけではなく、海外に目を向けた活動も徐々に取り入
れています。おにぎりの写真を専用のサイトに投稿することで、
アジアやアフリカのこどもの給食に変わる活動や、難民の故
郷の料理を学食で提供する難民支援活動も数名の部員に
よって進められています。それらに携わること、世界に目を向
けることで、いかに自分たちの生活が恵まれているか実感し
ます。日本の身近な問題だけでなく、広い視野と多角的な視点
を持って活動を行うことの大切さも学ぶ一年となりました。引
き続き、キリスト教精神に基づき、平和のために活動を続けた
いと思います。そしてThe Peace Fellowsの活動が、より豊
かなものとなるように願い続けたいと思います。

You’re not alone The Peace Fellows 部長　3年　新林 志保

〇チャペルアワーでの奨励〇

 5月10日（木）「過去と向き合い、今日を生きる」 学生教職員43名出席
 7月12日（木）「まずは知ることから」 学生教職員55名出席

ボランティアを通して新しい気づきが与えられましたボランティアを通して新しい気づきが与えられました

箱詰めのお手伝いは、支援を必要とする各家庭からの要望を受け、
寄付された食品を箱に入れる作業でした。この作業を通して感じた
ことは、食べるものに困っている家庭が山梨県においてもたくさんあ
るということです。親からお金をもらい、コンビニやレストランで食事
をしている自分にとっては、その行為がとても贅沢なものであったと
自覚しました。学内で実施しているフードドライブの際、私も食品を
寄付しました。その時は、「困っている人の助けになるといいな」と軽
い気持ちでした。しかし、箱詰め作業の中で各家庭の要望を見て、現
状はとても深刻であったと気づきました。

フードバンク山梨（箱詰め）のボランティア

こども園でのお手伝い
私は、14名の部員と山梨英和カートメルこども園へ行きました。この
日は始業式で夏休み明けのこどもたちと触れ合う事が出来ました。
印象に残っているのは、始業式での礼拝です。こども園での礼拝は、
初めてで興味津々でした。礼拝が始まるとそれまで賑やかだった園
児の雰囲気がガラッと変わり、一生懸命お祈りしている姿をみたと
き、お祈りする事の大切さが分かっているのだと伝わってきました。そ
してキリスト教教育は大学だけではないことも、実際こども園に行っ
て感じることができました。
私はこれまでこどもと遊ぶことに苦手意識がありましたが、この日は
こどもたちから笑顔と元気をもらい、様々な体験ができました。今後
も色々なボランティアに参加していこうと思います。

私たちThe Peace Fellowsは9月13日から2日間、長坂の聖マリヤ
教会にて24名の部員と合宿を行いました。合宿では、教会のペンキ
塗りや障子の張り替えなどをお手伝いしました。これらの作業は、教
会員の高齢化に伴い、長年滞っていたそうなので、私たちのボラン
ティア活動をとても喜んでいただきました。暑い中でしたが、楽しみな
がら有意義な時間を過ごすことができました。

合宿／長坂聖マリヤ教会の会堂・牧師館のペンキ塗り

調理のお手伝い、お土産の仕分け、配膳が主な仕事でした。印象に残
っていることは、キャベツを切っていたとき、「ここに来る方は歯がない
人が多いからできるだけ細かく切ってね」と言われたことです。炊き出
しに来る方の年齢層は高く、日頃からきちんとした食生活ができてい
ない為に歯がボロボロになってしまっていることを伺いました。配膳
後、食べ始めて10分もしないうちにおかわりをする方もいて、かなりの
空腹を耐えて、この炊き出しの日を待っていたのではないかと感じま
した。貧困に苦しむ方の食生活は、普通に生活して食べ物を食べる私
たちにとって想像を絶するものだと思います。このような貧困に苦しむ
方々の為に、募金活動を行ったり、このようなボランティアに積極的に
参加したり、フードドライブなどの食料提供にもっと協力したいという
気持ちが高まりました。今できることを行って、少しでも貧困に苦しむ
方々の支えになりたいと思いました。

やまなしライフサポートの炊き出し
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　私は9月3日から7日に行われた、ウェスレー財団が主催する
北海道スタディワークキャンプに参加しました。このワーク
キャンプは、精神障がい者の方々が働く「べてるの家」への訪
問とアイヌ文化を学ぶというものでした。このプログラムに参
加してみて「知る」ことの大切さを改めて感じました。「知る」
というのは知識を増やすことだけではなく、実際にそれらと自
分を繋げてみるということです。私はこのプログラムで初めて
精神障がい者の方 と々関わったのですが、みんな明るく声を
かけてくれました。病気を持っていることは私たちがご飯を
食べることと同じで、その人が生きていくために必要な手段で
あり、私たちとの間に違いは存在しないことを学びました。

アイヌ文化についても、今もアイヌ
民族が存在していることや、迫害に
よりその文化が消えてしまいそうな
ことを学びました。私はチャペルセ
ンターの大久保さんから、このよう
な学びの機会を多くいただきまし
た。その度に、私は様々なことに対する壁を壊し、自分の価
値観や考えの幅を広げることができました。今までに得た学
びをそのままにするのではなく、多くの人にアウトプットして、
多くの人の新たな学びのきっかけになるようにしていきたいで
す。

　　　　　

３年　植松　亜美

　私は大学に入学してからの3年間で、自分の中で大きな変
化がありました。私は2、3年次に、福島県からこどもたちを
招いて山梨県でリフレッシュをしてもらう保養キャンプに参加
しました。2年次のキャンプでは、本栖湖をカヌーで横断した
り、ほうとうを作って食べたり様々な体験をしました。3年次
の夏はこどもたちと一緒に渓流で魚を釣ったり、石釜でピザ
を作ったりしました。こどもたちと一緒に過ごす中で、自分
自身もこどもの頃に戻ったような気がして、とても楽しかっ
たのを覚えています。
 このキャンプに参加する前、私はこどもに対して苦手意識を
もっていたので、キャンプへの参加は私にとってのチャレンジ
でもありました。キャンプ当日まで、こどもとうまく接すること
ができるかとても不安でした。しかし実際にこどもたちと会っ
てみるとそのような不安は取り除かれ、とても充実した経験
になりました。

　このキャンプは私が「こども好き」
になるきっかけを与えてくれたばかり
でなく、福島の方や教会の方々など
多くの人とのつながりも与えてくれま
した。そしてこのキャンプに参加する
きっかけを与えてくれたのは友人と
チャペルセンターです。もし自分の中で何かを変えたい、何かを
やりたいという気持ちがあったらぜひチャペルセンターを訪れて
みてください。人との間に新たな繋がりができるかもしれませ
ん。しかし、それらは、すべて勝手に与えられるものではないと
私は思います。そこでの出会いや意味を見つけて、自分にとって
大切なものにすることは、自らの探しに行こうとする意思があっ
てこそだと思います。ぜひ、学生生活の中で、探しに行こうとして
みてください。チャペルセンターは何かを見つける場所になるか
もしれません。

キャンプで気づいた大きな変化

知ること、学ぶこと

３年　佐藤　健一朗

‘Everything I’ve learned about life …’ 荒井 直　教授

　宮澤賢治『春の修羅 第二集』に「告別」という詩（賢治は
「心象スケッチ」と言います）が収められています。そこに
「すべての才や力や材といふものは／ひとにとゞまるもので
ない／ひとさへひとにとゞまらぬ／云はなかつたが、／おれ
は四月はもう学校に居ないのだ」という五行があります。
「云はなかつたが」以前は普遍的事実、以後は私の個人的
事実です。◆山梨英和大学が短期大学だった頃から四分の
一世紀以上、イエス・キリストという礎の上に立ち続けてい
る大学で働けたことは私にとっては大きな恵みでした。さり
とて、この場を「停年」で去るからといって特別な思いがあ
るわけではありません。ただ－孔子と私とでは「子（先生）」
としての格に雲泥の差がありますが－「子在川上曰、 者如
斯夫、不舍晝夜」－「逝くものはかくのごときか、昼夜をお
かず」という感懐は同じようです。Tempus volat. ◆コヘレ
トの言葉（5:14）に「人は、裸で母の胎を出たように、裸で帰
る。来たときの姿で、行くのだ。労苦の結果を何ひとつ持っ
て行くわけではない」（新共同訳）とあります。テモテへの手
紙一（6:7-8）も「わたしたちは、何一つ持たないでこの世に
きた。また、何一つもたないでこの世を去って行く。ただ衣
食があれば、それで足れりとすべきである」（口語訳）と言っ
ています。こうした言葉には、ある哲学者の言葉を藉りるな
ら、「あらゆる形容を絶したDÉSOLATIONとCONSO-

LATIONとが、そしてこの二
つのものが二つのものとし
てではなく、ただ一つの現
実としてある」人間の境涯
を想起させる力があります。
◆賢治の詩は「恐らく暗く
けはしいみちをあるくだらう」と続きます。私には「暗くけは
しいみち」を選ぶ趣味はないので、あるときはキュニコス派
の哲学者の、あるときはエピクロス派の哲学者の生き方に
学びながら、何とか生き延びていくのだと思います。ロバー
ト・フロストというアメリカの国民的詩人が、あるインタ
ヴューでこう言っています。「人生について学んだすべては三
語で要約できる In three words, I can sum up every-
thing I’ve learned about life.」 その三語とは「 It goes 
on. 人生は ずっと 続くぜ」です。But life ‒ It goes on. It 
always has. It always will. Don’t forget that とも言っ
ています。「死は生の出来事ではない。死を経験することは
できない Der Tod ist kein Ereignis des Lebens. Den 
Tod erlebrt man nicht.」（『論理哲学論考』）という言葉
もあります。みなさんにとっても私にとっても、経験できない
死に向かって、Life goes on. Life always will. ですね。
χαιρειν !
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入学式
キリスト教教育週間
チャペルアワー　音楽礼拝
　夏期休暇中　強化練習
半日修養会
クリスマスツリー点火祭
クリスマス礼拝・祝会
燭火礼拝
3.11東日本大震災追悼記念会
卒業礼拝
卒業式

学校行事やチャペルアワーで献唱しています学校行事やチャペルアワーで献唱しています

聖歌隊 グリーンチャペル クワイア聖歌隊 グリーンチャペル クワイア

キリスト教教育週間 チャペルアワー　音楽礼拝入学式

クリスマス祝会 燭火礼拝クリスマスツリー点火祭

　私たちグリーンチャペルクワイアは入学式や卒業式
の他に、チャペルアワーや修養会などのキリスト教行
事で賛美歌や宗教曲を歌っています。
　私がクワイアに入って感じたことは、皆で心を一つに
してハーモニーを奏でることの大切さです。私は小・
中学校と部活動で合唱をした経験があります。それが
きっかけで歌うことが好きになりました。大学の入学式
の時に聖歌隊の存在を知り、興味を持ちました。また、
1年生の頃はよくチャペルアワーに出席しており、そ
の中で毎回賛美歌を歌う機会がありました。礼拝に
馴染みのなかった私でも、賛美歌を歌う時間はとても
楽しいと感じました。次第にチャペルアワーの時間に
限らずもっと歌いたいと思うようになり、１年生の冬に
クワイアに入りました。
　小・中学校の時はただ楽しく歌っていただけで、歌詞
の意味や音の響きなどはあまり考えていませんでした。
そのような中、新しい曲を始める時には指導者の加藤
先生が毎回歌詞の意味を教えてくださいました。また、
今までの経験とは違い、クワイアとして歌った賛美歌
や宗教曲は日本語に限らずドイツ語やラテン語など外
国語の歌詞の曲も多くありました。外国語の歌詞の曲
は日本語と発音が異なるので、発音も丁寧に教えてい
ただきました。私はキリスト教徒ではないので、歌詞の

意味が難しいと感じることがよくありました。そのよ
うな時は、教えていただいた歌詞の意味を思い出し
ながら歌うよう心がけました。他にも、「この部分は大切
な意味になるので際立たせたい」、「この部分は和音
が綺麗だから音をしっかり出そう」といったように、
歌詞の意味を考えることや音を丁寧に出すことを練習
の中で取り組みました。
　このようにして練習を重ねていくと、息が合っていき
段 と々歌にまとまりがうまれていきます。そして皆の歌
声がぴったりと一つになった時、とても美しいハーモ
ニーになります。それは、今までただ楽しく歌っている
だけであった時とは違いました。クワイアの皆で心を
合わせて一つの曲を歌ったことへの達成感や、きれい
に歌えたことへの喜びや楽しさなど様々な気持ちがこ
み上げてきます。この気持ちは私一人だけでは経験で
きず、皆で練習を重ね、皆で歌ったからこそ経験でき
たかけがえのないものだと思います。
　私がキリスト教行事やチャペルアワーに親しみを持つ
ことができたのは、賛美歌やクワイアでの活動のおか
げでした。これからもクワイアとして活動していく中で、
賛美歌を大切に歌っていきたいと思っています。また、
大切に歌っていく中で、賛美歌が誰かにとってキリスト
教行事に親しみを持つきっかけになればと思います。

歌う時に大切にしたこと歌う時に大切にしたこと グリーンチャペル クワイア 隊長　３年　小松 真佳

グリーンチャペルクワイアは、今年度、Y.E.award第3位を受賞しました。
歌うことが好きな方、賛美歌・聖歌に興味がある方、キリスト教行事で賛美奉仕をしたい方、
隊員は随時募集しています。興味のある方はチャペルセンターまで。
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チャペルセンター
2018年度のあゆみ

2018年
◆4月10日（月）
　始業礼拝　学長　菊野一雄

◆5月21日（月）～25日（金）
　キリスト教教育週間
　テーマ：喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く

　　21日（月）宗教主任　高橋一　　
　　22日（火）富士見高原教会教会員　寺島順子 氏
　　23日（水）本学学生　2年 藤井友華　3年 新林志保
　　24日（木）理事長　ギッシュ・ジョージ
　　25日（金）南甲府教会牧師　高津俊 氏

◆5月14日（月）～23日（金）
　山梨ダルク支援活動　生活用品の寄付

◆6月21日（木）　世界難民の日をおぼえて
　　Meal for Refugees導入企画
　　・6月21日（木）講演会
　　　　山崎俊二 氏とウィン・ウティナン 君をお招きし
　　・7月2日（月）～13日（金）
　　　　学食にてMeal for Refugeesを実施

◆7月2日（月）～13日（金）
　フードドライブin山梨英和大学　（part7）

◆7月17日（火）～8月3日（金）
　西日本豪雨緊急救護募金

　　送付先：日本基督教団社会委員会　
　　募金額：35,000円

◆9月25日（火）
　第3クォーター始業礼拝　宗教主任　高橋一

◆10月1日（月）～19日（金）
　北海道胆振東部地震支援献金

　　送付先：日本基督教団北海教区会計「地震支援」
　　募金額：26,000円

◆10月16日　世界食料デーをおぼえて
　　・10月10日（水）～11月20日（火）
　　　　「世界食料デー」おにぎりアクション2018
　　・10月22日（月）
　　　　ワークショップ おにぎりを作ろう！

◆10月17日（水）
　半日修養会　講師　山岡 万里子 氏

　　　「人身取引と現代の奴隷制
　　　～ウチらは関係ないじゃん？…なんて言えない4つの理由～」

◆11月14日（水）
　ワークショップ　クリスマスリースを作ろう！

◆11月27日（火）
　第31回　クリスマスツリー点火祭

◆11月27日（火）～12月19日（水）
　クリスマス募金・献金

◆12月3日（月）～14日（金）
　フードドライブin山梨英和大学　（part8）

◆12月14日（金）
　クリスマス礼拝　宗教主任　高橋一

◆12月18日（火）
　燭火礼拝

2019年
◆1月8日（火）　新年礼拝　宗教主任　高橋一

◆第3回Meal for Refugees実施
　　・1月15日（木）難民について学ぼう　清水俊弘 氏をお招きし
　　・1月15日（月）～25日（金）
　　　　学食にてMeal for Refugeesを実施

◆3月11日（月）
　3.11　東日本大震災　追悼記念会

◆3月14日（木）
　卒業礼拝　宗教主任　高橋　一

年間標語
喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く

◆チャペルセンターのご案内◆

人と人とが出会い、集う場所
チャペルセンターは、学生のみなさん、教職員、
同窓生など多くの方々に開かれた場所です。
どなたでも大歓迎のオープンスペースです。

こちらもご覧ください
大学webサイト「チャペルセンター」
http://www.yamanashi-eiwa.ac.jp

2018年度クリスマス募金・献金報告
募金・献金総額：40,000円（クリスマス募金：14,707円、クリスマス献金：25,293円）

送り先：
・ひかりの家  8,000円
　　市川三郷町　発達に障害があるこどものための通園施設
・山梨ダルク  8,000円
　　甲府市　　　薬物依存からの回復・社会復帰を支援する施設
・フードバンク山梨  8,000円
　　南アルプス市 食の貧困を抱える家庭を支援する団体
・渋谷りつ子さんを支える会  8,000円
インド マザーテレサの家の関連施設でボランティアされている渋谷さんを支援する会
・ノット・フォー・セール・ジャパン　　　　　　　　   8,000円 
　　東京　　　　人身取引問題に取り組む団体

みなさまからいただいた募金・献金を上記の団体に送りました。
ご協力、心より感謝申し上げます。

チャペルアワーやその他のイベントについては、
大学webサイトで詳しくご覧いただけます。

https://www.facebook.com/
YamanashiEiwaCollegeOfficial

ソーシャルメディア公式アカウント
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ウェブサイト　http://notforsalejapan.org/
Facebook　   https://www.facebook.com/notforsalejapan

ノット・フォー・セール・ジャパン代表。
出版翻訳に十数年携わった後、米国拠点のNGO「Not For Sale」の日本支部として、2011年
夏にノット・フォー・セール・ジャパン（NFSJ）を設立。講演・イベント出展・映画上映会などを
通して、人身取引問題の啓発に取り組んでいる。また「人身売買禁止ネットワーク（JNATIP）」
を通じた政府・国際機関への働きかけや、「消費から持続可能な社会をつくる市民ネットワー
ク」を通じた企業・消費者への働きかけも積極的に行っている。「人身取引は途上国などの遠
い国のことではなく、日本にもいろいろな形で広がっている。人身取引がどういうものか、日本
でどんな問題が起きているのかを知り、ぜひ伝えていってほしい」と広く呼びかけている。
日本基督教団聖ヶ丘教会教会員。
ウェブサイト　http://notforsalejapan.org/
Facebook　   https://www.facebook.com/notforsalejapan

プロフィール

著  書

ノット・フォー・セール・ジャパン代表　山岡 万里子 氏

2018年10月17日（水）１０時～１１時４０分半日修養会

　「なぜ人身取引の問題にかかわるようになったのか」とよく聞かれま
す。元翻訳者の私の場合は、1冊の本との出会いがきっかけです。出版
社に自ら企画を持ち込みたいと思っていたある日、『Not For Sale』と
いう本を見つけました。これが人身取引を克明に描いたノンフィクショ
ンだったのです。紆余曲折の末、拙訳『告発・現代の人身売買』が出版さ
れ、著者バットストーンが来日。Not For Saleという名の団体を設立し
ていた彼に日本支部をやらないかと誘われ、2011年にノット・フォー・
セール・ジャパンを始めました。あの本との偶然の出会いが私の人生を
変えたのです。まさに神様の導きでした。

　21世紀の現代に奴隷？と驚くかもしれませんが、実は世界には
4,000万人超の奴隷がいると言われています。奴隷とは人身取引の被
害者で、人身取引とは人を奴隷にする行為のことです。例えば西アフリ
カのカカオ農場で、隣国から拉致され働かされる少年。殺戮を強要さ
れる児童兵士。売春を強いられる女性や少女。騙されて漁船で過酷な
労働に耐える出稼ぎ労働者、路上で物乞いをさせられる子ども……。
昨年ノーベル平和賞を受賞したムクウェゲ医師とムラドさんも、紛争
下での性暴力・性奴隷の実態を訴えています。

　世界中で禁止される奴隷がなぜ今も存在するのか。大きな要因の一
つが「借金返済」という建前（カタチ）です。斡旋業者は「楽に稼げるよ」
と巧みに誘う一方で、保証金、渡航費、研修費、ビザ申請代行費等の名
目で法外な金額を要求する。雇い主は食費、住居費、衣装代にマージン
を乗せて請求し、不当に罰金を払わせる。費用を工面するため銀行や
親戚から借りた人は、約束と違う仕事だったり脅しや暴力を受けたり
しても、返済のために黙って働き続けなければならない。「見えない鎖」
につながれてしまうのです。

　これらは「遠くの貧しい国で起きていて、私たちには関係ない話」で
しょうか？実は無関係とは言えないのです。理由を4つ挙げましょう。
まず「１．人身取引は日本でも起きている」から。日本での人身取引の一
つは、技能実習・留学制度を悪用した労働搾取です。技能実習は昨秋
国会で改正入管法の審議中にかなり注目されましたが、国際貢献とは
建前で、実は日本の若者が嫌がる3K職種に短期・低賃金で人を雇う方
策であり、実習生の多くは数十万～百万円の借金を背負って来日しま
す。しかも制度上転職が許されず、搾取されても抵抗や改善要求ができ

ません。そこに付け込み、酷い搾取や人権侵害が起きているのです。留
学生は学費の支払いで借金がある上に、留学ビザで働けるのは週28
時間、それ以上働くと違法就労です。それでも返済のため掛け持ちや長
時間労働をせざるを得ず、弱みに付け込む搾取が横行しています。

　まだ「外国人の問題だから無関係」と思うでしょうか。ところが、
「２．日本で起きている人身取引被害者の半分は日本人」なのです。特
に日本の少女（少年）たちが児童ポルノの被害に遭っており（年2,400
件超）、児童買春被害も900件以上。多くが人身取引です。最近よく耳
にする「アダルトビデオ（AV）出演強要問題」も深刻です。20歳前後の
女性たちがモデルやタレント事務所を装うスカウトに誘われ、あれよあ
れよと契約書にサインさせられる。AV出演を迫られ、約束と違うと断っ
ても、契約書を盾に「違約金を払え」「親/大学にバラすぞ」と脅され、泣
く泣く出演する女性が後を絶ちません。

　性産業に近づかなければ無関係かと言えば、そうではありません。
なぜなら「３．奴隷労働者の作ったモノを、私たちが買っているかもし
れない」からです。世界中の奴隷労働者は何かモノを作る工程にたず
さわっています。農場、漁船、鉱山、工場、建設現場等で奴隷労働の結果
作り出された製品を、私たちは知らぬ間に買ったり使ったりしている可
能性があります。消費者が安い品を求める中、メーカーから下請け業
者へ、工場や原料生産者へとコスト削減の圧力がかかり、立場が弱い
労働者の賃金が削られ、搾取や奴隷労働が生まれるのです。

　世界経済や社会の仕組みがそうである以上、自分は何もできないと
思うかもしれません。でも「４．実は私たち一人一人が、解決のカギを
握っている」のです。なぜなら私たちはみな消費者であり、どの商品を
選ぶか決められるからです。「フェアトレード」という奴隷労働を排した
商品を選びましょう。日本ではまだ種類が少ないですが、チョコレート
やコーヒーをはじめ様々な商品があります。また、人身取引かも？と思
えることが周囲で起きていたら、相談や通報をして解決につなげられ
ます。この問題に取り組むNGOに寄付やボランティアをする、あるいは
学んだことを人に伝える等も貢献の一つです。「やれるときに、やれるこ
とを、やれる人が、やる」̶ NFSJはこの言葉をモットーに、ゆるゆると
活動しています。皆さんにも、何でもいいので、できることから取り組ん
でいっていただけたらと願っています。

翻訳：『告発・現代の人身売買 奴隷にされる女性と子ども』（朝日新聞出版 2010年）デイヴィッド・バットストーン (著)、 山岡万里子 (翻訳)

人身取引と現代の奴隷制
～ウチらは関係ないじゃん？…なんて言えない４つの理由～



　今年、山梨英和学院は創立130周年を迎えます。
1888年に甲府教会員であった人々が中心となり、カ
ナダ・メソジスト伝道会社から派遣されていたサンビー
宣教師に相談し、カナダ・メソジスト婦人伝道会社に
連絡を取り、初代校長になるミス・ウィントミュートが
1889年4月3日に東京から小仏峠と笹子峠の険しい
山道を徒歩で越えて甲府に来られ、同年6月1日に山
梨英和女学校が開校したのです。その後、1911年に
幼稚園が、1966年に短期大学が、2002年に男女共
学の山梨英和大学が設立されて今日に至っています。
　今年、山梨英和学院は130周年記念事業として中

学校・高等学校の校舎統一と改築、130周年記念講
演会や展示、笹子峠を歩いて越える会、ALL山梨英
和学院クリスマス礼拝・祝会、記念小冊子の発行な
ども計画しています。
　また現在、山梨英和大学は「敬神・愛人・自修」の
校訓を踏まえ、様々な改革(カリキュラム改革、国際化
の推進、メイプルカレッジ改革、地域との連携強化など)
に取り組んでいます。
　この130周年の節目の年に、山梨県唯一のキリスト
教に基づく山梨英和大学がさらに輝きを増し、素晴ら
しい大学になっていくことを願って止みません。

1．山梨英和中学校・高等学校「未来への礎プロジェクト」と記念募金
最新の教育環境を整備するために校舎の大幅な改修工事を実施いた
します。そのための記念募金を開始しています。
2．山梨英和学院史料室展示　　7月16日（火）～26日（金）
山梨県立図書館イベントホールにて、「山梨における西洋の受容・山梨
英和の創立」をテーマとした展示を行い、創立時とその後の130年の
歩みを紹介いたします。
3．記念講演会　　8月31日（土）
ＹＣＣ県民文化ホール（小ホール）にて、アフガニスタンで人道援助活動
に取り組んでいるペシャワール会の医師・中村哲氏の講演会を開催い
たします。

4．笹子峠を歩いて越える会　　10月19日（土）
初代校長ミス・ウィントミュート女史が徒歩で笹子峠を越えて来たこと
を覚えて、同じ道を歩きその足跡を辿るイベントを実施いたします。
5．ＡＬＬ山梨英和学院クリスマス礼拝　　12月21日（土）
ＹＣＣ県民文化ホール（大ホール）にて、こども園、中学校・高等学校、
大学・大学院、同窓会、保護者、教職員のＡＬＬ山梨英和が集うクリス
マス礼拝を開催します。一般の方の参加も歓迎します。
6．130周年記念誌
120年からの10年を振り返り、今を見つめ、将来を展望するコンパクト
な記念誌を作成します。

創立130周年にあたり、6つの記念事業を実施いたします。これらの事業は、建学の精神をあらためて胸に刻み、
これまでの歩みを振り返り、創立者をはじめ多くの先達に感謝を覚えて行います。ぜひご参加ください。
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喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く2018 年 年間標語

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。
ローマの信徒への手紙12章15節

　2018年度は「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く」
（ローマ12:15）を年間標語に掲げ、チャペルアワー
をはじめ諸活動をおこなってきた。参加・協力してく
ださった学生、教職員、メイプルカレッジのみなさん、
山梨県内の諸教会のみなさまに感謝したい。
　ところで大学のキリスト教活動において、聖書の言
葉をいかに深く自らの心身に蓄えたかという経験は、
何にも増して貴重な財産になるのではないかと思う。
卒業後の人生にあって、何度かは遭遇するに違いな
い危機や試練のときに、聖書の言葉によって乗り越
え励まされたという経験を多くの人が語っているから
である。
　わたしにとってその言葉の一つに、「互いに愛し合
うことのほかは、だれに対しても借りがあってはなり
ません」（ローマ13：8）がある。この言葉は、逆に言

えば、「人から無私の恩義や厚意を受けるという〈愛
の負債〉の経験だけは、むしろ積極的に借りを作りな
さい」という意味であろう。
　他者から思いがけない厚意を示されたとき、「い
や、大丈夫です」「結構です」と言って断ってしまうこ
とがよくある。それは立派な自立的態度かもしれな
い。しかし「ありがとう」と言って、素直にその厚意を
受け取る人にわたしは魅かれるのである。そのような
人は、自分が他者の無償のわざによって生かされてき
た人間であることを深く知らされた謙遜な人に違いな
いと思うからである。
　聖書の言葉を蓄える場としてのチャペルセンターで
ありたいと思う。

宗教主任　高橋　一

学　長　菊野　一雄

学院創立130周年に向けて学院創立130周年に向けて

創立130周年記念事業のご案内創立130周年記念事業のご案内

－記念事業・イベント－－記念事業・イベント－

編集後記編集後記
　2018年度は、「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣く」という年
間標語を軸にチャペルアワー、諸行事、学生活動を実施しました。
その一つ一つを振り返ると紡ぎだされる言葉があります。それは、

「スプランクニゾマイ（σπλαγχνιζομαι）」という言葉です。み
なさんが持っている新共同訳聖書では「憐れに思う」と訳されてい
ます。是非探してみてください。この言葉は、イエスが出会った人々
に対して、イエスが抱いた思いを表すために使われています。ギリ
シア語は「はらわたがちぎれるような」、「はらわたをつきうごかさ
れるような」といった意味で、他者の痛みを自分のものとして共有

することを示します。ちなみに英語では、「Compassion（救いたい
と思う強い思いやり）」と訳され、「Sympathy（同情）」ではありませ
ん。他人事のように「憐れに思う」とは少し違います。
　苦悩にもがく友、苦境に押しつぶされそうな仲間に寄り添い、
私たちは「スプランクニゾマイ」を実現するものでありたいと思い
ます。その痛みに神の力が働き、喜びにかえらえることもあるで
しょう。山梨英和の校訓のもと培った他者への思いやりを大学に
おいても、また社会においても体現してほしいと願っています。
God Bless you all ! （K.O.）


